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郵
政

条
裁
判
（
東
京
高
裁
）「
格
差
是
正
」
へ

20

格
差
不
合
理
と
し
て
１
６
７
万
円
の
支
払
い
命
令

が
争
点
と
な
っ
た
。

白
石
史
子
裁
判
長
は
、
業

務
内
容
な
ど
に
違
い
が
あ
る

と
し
て
、
賞
与
に
当
た
る
夏

季
年
末
手
当
な
ど
一
部
の
格

差
は
容
認
。
し
か
し
、
一
審

と
同
じ
く
、
年
末
年
始
勤
務

手
当
と
住
居
手
当
、
夏
季
冬

季
休
暇
と
病
気
休
暇
は
、
不

合
理
な
格
差
だ
と
判
断
し
た
。

一
方
原
告
た
ち
の
最
大
の

課
題
だ
っ
た
夏
季
年
末
手
当

（
賞
与
）
の
格
差
是
正
に
、

判
決
は
ま
っ
た
く
答
え
な
い
。

原
告
浅
川
さ
ん
の

年
冬
の

17

賞
与
は

万
円
、
同
じ
勤
続

15

日
本
郵
便
の
非
正
規
社
員
３

人
が
、
正
社
員
と
の
待
遇
格
差

の
是
正
を
求
め
た
訴
訟
の
控
訴

審
判
決
で
、
東
京
高
裁
は

日
、

13

手
当
な
ど
の
一
部
格
差
を
不
合

理
だ
と
し
て
計
約
１
６
７
万
円

の
支
払
い
を
命
じ
た
。

昨
年
９
月
の
一
審
東
京
地
裁

判
決
よ
り
増
額
し
た
。
訴
訟
で

は
、
手
当
の
不
支
給
や
休
暇
な

ど
の
差
が
労
働
契
約
法

条
が

20

禁
じ
る
正
社
員
と
の
「
不
合
理

な
格
差
」
に
当
た
る
か
ど
う
か

年
の
正
社
員
は

万
円
で

10

60

４
倍
の
格
差
が
あ
る
。
棗
弁

護
士
は
「
判
決
は
、
賞
与
は

労
使
交
渉
で
決
ま
る
の
で
格

差
は
不
合
理
で
は
な
い
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
格
差

は
縮
ま
ら
な
い
」
と
強
く
裁

判
所
を
批
判
し
た
。

浅
川
さ
ん
は
「
賞
与
が
手
つ

か
ず
で
課
題
は
大
き
い
。
住
宅

費
は
切
実
で
更
新
料
を
積
み
立

て
ら
れ
な
い
時
は
賞
与
で
ま
か

な
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
最
高

裁
で
、
ど
う
判
断
さ
れ
る
か
。

非
正
規
の
未
来
が
か
か
っ
て
い

る
」
と
訴
え
た
。

【厚労省：労働組合基礎調査】

組織率最低の17.0%に！
パート労組増える

◆労働組合員数は約1,107万人
◆単一組合数は２万4328労組
◆推定組織率は17.0% (▲0.1％)

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
に
連
帯
す
る
夕
べ

「
明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く
」
職
場
復
帰
ま
で

月

日
、
東
京
文
京
区

12

21

民
セ
ン
タ
ー
に
２
７
０
人
が

結
集
し
て
、
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
に

連
帯
す
る
夕
べ
」
が
開
か
れ

た
。

年

月

日
、
パ
イ

10

12

31

ロ
ッ
ト

人
、
客
乗

人
の

81

84

整
理
解
雇
が
強
行
さ
れ
た
。

会
社
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
立
ち
上

げ
に
伴
う
こ
と
か
ら
、
解
雇

問
題
の
解
決
に
踏
み
出
す
方
針

が
示
さ
れ
る
期
待
が
あ
っ
た
。

５
月
以
降
、
諸
行
動
の
自
粛
で

「
特
別
協
議
」
に
託
さ
れ
た
。

し
か
し
、
進
展
は
見
ら
れ
ず
「
会

社
の
裏
切
り
行
為
」
は
続
い
て

い
る
。
そ
ん
な
閉
塞
感
を
打
ち

破
る
「
連
帯
の
夕
べ
」
に
な
っ

た
。



練
馬
区
の
図
書
館
業
務
を
担
う

司
書
た
ち
（
非
常
勤
職
員
）
の
組

合
は
、
今
年
７
月
に
練
馬
区
が
運

営
を
民
間
委
託
す
る
提
案
（
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
）
を
し
た
た

め
、
職
場
を
不
安
に
陥
れ
た
。
司

書
た
ち
は
「
働
く
場
が
奪
わ
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
」
こ
と
を

理
由
に
反
対
し
て
き
た
。
し
か
し
、

12月19日朝、スト延期集会を開く

働
く
場
を
奪
う
な
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
さ
せ
る
な
！

立
ち
上
が
っ
た
図
書
館
司
書
た
ち

ス
ト
ラ
イ
キ
は
組
織
犯
罪
な
の
か
？

「
関
西
生
コ
ン
報
告
」
院
内
集
会

区
側
の
頑
な
姿
勢
は
変
わ
ら

ず
、
組
合
は
悩
ん
だ
す
え

月
12

日
と

日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を

19

26

構
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
こ

と
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
も
取

り
上
げ
、
ス
ト
決
行
の
前
日
（
18

日
夜
）
に
「
ス
ト
中
止
」
報
道

月

日
、
衆
議
院
第
二

12

14

議
員
会
館
に
て
「
ス
ト
ラ
イ

わ
っ
て
お
ら
ず
、
予
断
を
許

さ
な
い
。

報
告
集
会
で
は
、
「
区
は
金

が
ほ
し
い
か
ら
民
営
化
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
教

育
は
お
金
じ
ゃ
な
い
。
人
を

育
て
る
こ
と
を
民
間
に
預
け

よ
う
に
警
察
か
ら
促
さ
れ
、

応
じ
な
か
っ
た
企
業
の
こ
と

を
意
味
す
る
。
こ
ん
な
家
宅

捜
索
が
果
た
し
て
許
さ
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
異
常

事
態
だ
。
参
加
者
の
一
人
は

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
頻
繁
に

関
生
支
部
に
関
す
る
動
画
が

流
れ
て
い
て
、
不
安
に
な
っ

て
い
た
。
な
に
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
よ
く
わ
か
っ
た
。

「
自
分
達
の
組
合
と
も
無
関

係
で
は
な
い
」
の
声
が
会
場

に
流
れ
た
。

全
国
一
斉
労
働
相
談

新
社
会
党
労
働
運
動
委
員

会
が
取
り
組
ん
だ
第

回
全

10

国
一
斉
労
働
相
談
は
、

月
12

１
日
～

日
の
期
間
で
行
わ

14

れ
た
。
短
期
間
で
労
働
相
談

の
多
く
を
望
む
の
は
難
し
い

が
、
行
動
す
る
こ
と
か
ら
ビ

ラ
配
布
も
後
日
の
電
話
相
談

に
つ
な
が
る
実
績
が
あ
る
。

集
計
は
１
月
ま
で
に
ま
と
め

て
公
表
す
る
。

て
は
な
ら
な
い
！
」
と
。
当

該
労
組
は
「
企
業
の
利
益
の

た
め
で
な
く
、
区
民
の
た
め

の
図
書
館
を
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
て
い
る
。
次
の

交
渉
期
限
は
、
来
年
１
月
18

日
。

キ
は
組
織
犯
罪
な
の
か
？
」

と
題
す
る
報
告
集
会
が
開
か

れ
、
会
場
を
満
席
に
す
る
65

名
が
参
加
し
た
。
「
こ
ん
な
こ

と
が
事
件
に
な
る
の
な
ら
、

労
働
組
合
運
動
は
で
き
な
く

な
る
」
連
帯
ユ
ニ
オ
ン
中
央

本
部
・
小
谷
野
毅
書
記
長
は

憤
り
、
権
力
弾
圧
の
経
過
を

述
べ
た
。
「
関
西
で
は
『
被
害

届
を
出
さ
な
い
被
害
者
』
に

家
宅
捜
索
が
入
っ
た
」
と
、

本
件
を
担
当
す
る
永
嶋
靖
久

弁
護
士
か
ら
の
報
告
が
あ
っ

た
。
『
被
害
届
を
出
さ
な
い
被

害
者
』
と
は
、
関
生
支
部
に

対
す
る
被
害
届
を
出
す
よ
う

が
流
れ
る
ほ
ど
の
注
目
が

さ
れ
た
。

司
書
た
ち
は
「
働
く
場

が
奪
わ
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
」
こ
と
を
理

由
に
反
対
し
て
き
た
。
そ

し
て
ス
ト
前
日
の

日
、

18

ギ
リ
ギ
リ
の
交
渉
の
中
で

「
図
書
館
専
門
員
を
解
雇

す
る
考
え
は
な
い
」
と
い

う
区
側
の
回
答
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
組
合

は
一
定
の
前
進
が
あ
っ
た

と
し
て
ス
ト
を
回
避
し
、

日
は
「
ス
ト
延
期
報
告

19集
会
」
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
区
側
の
民
営

化
推
進
の
基
本
方
針
は
変


